
　 　

各　位

平成29年4月27日

【訂正】上場ETF （管理会社：三菱ＵＦＪ国際投信株式会社） に関する日々の開示事項

会社名 三菱ＵＦＪ国際投信株式会社

(管理会社コード　13444)

代表者名 取締役社長 松田　通

問合せ先 ディスクロージャー部 宇野　誠朗

(TEL. 03-6250-4910)

平成29年4月27日午前11時00分に開示した次の上場ETFに関する日々の開示事項について、

「2 上場ＥＴＦの純資産総額」、［3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額」および「4 上場ＥＴＦの一

口あたりの純資産額と対象指数の終値の変動率に係る乖離率」に一部誤りがありました。その結果、

平成29年4月27日の公表値を修正した場合は下記正誤表の通りとなります。

銘柄名 銘柄コード

① ＭＡＸＩＳ　トピックスリスクコントロール（５％）上場投信 1567

② ＭＡＸＩＳ　トピックスリスクコントロール（10％）上場投信 1574

＜記＞

①ＭＡＸＩＳ トピックスリスクコントロール（５％）上場投信 （1567） の正誤表

（正） （誤）
2 上場ＥＴＦの純資産総額
（平成29年4月26日現在）

2 上場ＥＴＦの純資産総額
（平成29年4月26日現在）

25,068,033　円 24,948,928　円

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額
（平成29年4月26日現在）

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額
（平成29年4月26日現在）

1,193.72　円 1,188.04　円

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リ
スク・コントロール指数（５％）の終値の変動率に係る
乖離率
（平成29年4月26日現在）

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リ
スク・コントロール指数（５％）の終値の変動率に係る
乖離率
（平成29年4月26日現在）

-0.00% -0.48%



以　上

②ＭＡＸＩＳ トピックスリスクコントロール（10％）上場投信 （1574） の正誤表

（正） （誤）
2 上場ＥＴＦの純資産総額
（平成29年4月26日現在）

2 上場ＥＴＦの純資産総額
（平成29年4月26日現在）

636,508,498　円 630,489,109　円

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額
（平成29年4月26日現在）

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額
（平成29年4月26日現在）

1,515.50　円 1,501.16　円

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リ
スク・コントロール指数（10％）の終値の変動率に係る
乖離率
（平成29年4月26日現在）

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リ
スク・コントロール指数（10％）の終値の変動率に係る
乖離率
（平成29年4月26日現在）

-0.01% -0.96%



［掲載番号：７］

※「ＴＯＰＩＸリスクコントロール指数は、平成27年12月18日に名称が変更され、「Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数」となりました。

≪　訂正後　≫
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以　上

（参考）　乖離率の計算式

基準日の

一口あたりの純資産額

基準日の

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（５％）の終値

基準日の前営業日の

一口あたりの純資産額

基準日の前営業日の

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（５％）の終値

100（％）- ×

5 連動対象指標の特徴と留意点

平成29年4月27日

ＭＡＸＩＳ トピックスリスクコントロール（５％）上場投信
に関する日々の開示事項

会社名 三菱ＵＦＪ国際投信株式会社
代表者名 取締役社長 松田　通

(銘柄コード　1567)
問合せ先 ディスクロージャー部 宇野　誠朗

(TEL. 03-6250-4910)

1 上場ＥＴＦの上場受益権口数（平成29年4月26日現在） 

2 上場ＥＴＦの純資産総額（平成29年4月26日現在） 

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額（平成29年4月26日現在） 

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（５％）
の終値の変動率に係る乖離率（平成29年4月26日現在） 

21,000 口

25,068,033 円

1,193.72 円

-0.00 ％

「Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数」の著作権等について

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数はS&P ダウ・ジョーンズ・インデックスまたはその関連会社（「SPDJI」）、株式会社日本取引所グ
ループ（「JPX」）および株式会社東京証券取引所（「東証」）の商品です。Standard & Poor’s®およびS&P®はStandard & Poor’s
Financial Services LLCの登録商標で、Dow Jones®はDow Jones Trademark Holdings LLCの登録商標であり、これらの商標を利
用するライセンスがSPDJIに付与されています。JPX®はJPXの登録商標です。東証株価指数（TOPIX ）は、東証の知的財産であり、
指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび東証株価指数(TOPIX)の商標または標章に
関するすべての権利は東証が有しています。SPDJI、JPXおよび東証は、本商品の保証、販売又は販売促進を行うものではなく、
本商品または本商品が使用する指数に関して一切の責任を負いません。詳しくは、目論見書にてご確認下さい。

＜指数の特性＞
株式部分（ＴＯＰＩＸ）の割合を可変にすることにより、指標の変動率をＴＯＰＩＸより低く抑えています。
＜ＴＯＰＩＸとの相違＞
ＴＯＰＩＸに比べて、日々の変動率が小さくなる傾向があります。このため、ＴＯＰＩＸに比べ利益・損失の額が小さくなる傾向がありま
す。
＜留意すべき投資スタイル＞
相場下落時の損失を低減させる効果が期待できる反面、株価上昇による収益機会も限定されることがあります（ＴＯＰＩＸ（配当込
み）に比べ収益および損失の両方が限定的となります。）。したがって、短期的に収益を求める投資家は期待する投資成果が得ら
れにくいため留意が必要です。

※当ファンドの詳細な内容については、以下の当社HPをご覧ください。

http://www.am.mufg.jp/fund/181567.html



［掲載番号：8］

※「ＴＯＰＩＸリスクコントロール指数は、平成27年12月18日に名称が変更され、「Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数」となりました。

≪　訂正後　≫
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以　上

（参考）　乖離率の計算式

基準日の

一口あたりの純資産額

基準日の

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（10％）の終値

基準日の前営業日の

一口あたりの純資産額

基準日の前営業日の

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（10％）の終値

100（％）- ×

5 連動対象指標の特徴と留意点

平成29年4月27日

ＭＡＸＩＳ トピックスリスクコントロール（10％）上場投信
に関する日々の開示事項

会社名 三菱ＵＦＪ国際投信株式会社
代表者名 取締役社長 松田　通

(銘柄コード　1574)
問合せ先 ディスクロージャー部 宇野　誠朗

(TEL. 03-6250-4910)

1 上場ＥＴＦの上場受益権口数（平成29年4月26日現在） 

2 上場ＥＴＦの純資産総額（平成29年4月26日現在） 

3 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額（平成29年4月26日現在） 

4 上場ＥＴＦの一口あたりの純資産額とＳ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数（10％）
の終値の変動率に係る乖離率（平成29年4月26日現在） 

420,000 口

636,508,498 円

1,515.50 円

-0.01 ％

「Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数」の著作権等について

Ｓ＆Ｐ/ＪＰＸ リスク・コントロール指数はS&P ダウ・ジョーンズ・インデックスまたはその関連会社（「SPDJI」）、株式会社日本取引所グ
ループ（「JPX」）および株式会社東京証券取引所（「東証」）の商品です。Standard & Poor’s®およびS&P®はStandard & Poor’s
Financial Services LLCの登録商標で、Dow Jones®はDow Jones Trademark Holdings LLCの登録商標であり、これらの商標を利
用するライセンスがSPDJIに付与されています。JPX®はJPXの登録商標です。東証株価指数（TOPIX ）は、東証の知的財産であり、
指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび東証株価指数(TOPIX)の商標または標章に
関するすべての権利は東証が有しています。SPDJI、JPXおよび東証は、本商品の保証、販売又は販売促進を行うものではなく、
本商品または本商品が使用する指数に関して一切の責任を負いません。詳しくは、目論見書にてご確認下さい。

＜指数の特性＞
株式部分（ＴＯＰＩＸ）の割合を可変にすることにより、指標の変動率をＴＯＰＩＸより低く抑えています。
＜ＴＯＰＩＸとの相違＞
ＴＯＰＩＸに比べて、日々の変動率が小さくなる傾向があります。このため、ＴＯＰＩＸに比べ利益・損失の額が小さくなる傾向がありま
す。
＜留意すべき投資スタイル＞
相場下落時の損失を低減させる効果が期待できる反面、株価上昇による収益機会も限定されることがあります（ＴＯＰＩＸ（配当込
み）に比べ収益および損失の両方が限定的となります。）。したがって、短期的に収益を求める投資家は期待する投資成果が得ら
れにくいため留意が必要です。

※当ファンドの詳細な内容については、以下の当社HPをご覧ください。

http://www.am.mufg.jp/fund/181574.html


